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平成２３年度予算編成の基本的な考え方

　基本的にゼロシーリングを前提として、スクラップ・アンド・ビル

ドや経費節減などにより所要財源を確保し、可能な限り一般財源の

圧縮を図ることで、財政の健全性を維持していくとしました。

　歳出のうち、義務的経費が昨年度比較で２３億９百万円、３．５％増、

生活保護費等社会保障費が年々増加、障害者自立支援法や子ども手

当支給等、制度改正により、２５億２千２百万円増加している。

『産業・雇用対策』

『子どもの幸せ支援』

『地域の活性化（コミュ

ニティ）』

『新幹線活用対策』

『市民の安全・安心・健康対策』

『廃棄物・地球温暖化対策』

『中心市街地の活性化として』

『総合交通体系の整備』

一般会計当初予算額　１千１百４拾１億１千２百万円
（H２２年度当初比　５億６千６百万円　０．５％増）

青森市議会開催日
平成23年第一回青森市議会定例会

　平成23年2月24日～3月24日

平成２３年度一般会計予算成立平成２３年度一般会計予算成立

重点事業重点事業最重点事業最重点事業

定例会一般質問の項目

三
月
十
一
日
、
日
本
国
観

測
史
上
最
大
の
大
地
震
が
東

北
・
関
東
を
中
心
に
日
本
列
島

を
襲
い
ま
し
た
。
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
十
数
年
前
、
私
の
最
初

の
就
職
先
が
釜
石
市
で
、
被
災
地
に
は
、
同
期
入
社
の
地
元
出

身
者
が
い
て
、
岩
手
県
沿
岸
部
の
被
災
地
の
当
時
の
町
並
み
が

目
に
浮
か
び
ま
す
。

友
人
の
安
否
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
電
話
が

不
通
な
た
め
、
電
話
が
通
じ
る
地
域
ま
で
友
人
の
息
子
が
移
動

し
、
一
家
無
事
と
の
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
救
助
を
待
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
行
方
不
明
者
が

多
数
い
ま
す
。
今
後
、
被
災
地
の
支
援
・
復
興
に
向
け
行
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
森
市
も
津
波
に
よ
る
避
難
指
示
が
出
て
、
混
乱
し
ま
し

た
。
津
波
に
よ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
避
難
指

示
、
広
報
、
避
難
場
所
、
市
側
の
対
応
、
ま
た
、
長
期
停
電
に

よ
る
不
安
、
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
不
足
の
不
安
、
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
の
不
安
、
物
資
不
足
の
不
安
等
、
災
害
時

の
不
安
が
浮
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
三
月
議
会
、
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
を
中

心
に
議
論
が
進
め
ら
れ
、
二
十
四
日
最
終
日
採
決
。
原
案
通
り

承
認
さ
れ
、
今
後
は
災
害
時
の
課
題
解
決
に
向
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
「
安
心
」
を
見
出
す
た
め
の
取
り
組
み
を
共
に
考
え
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
森
市
議
会
議
員 　
　
　

  

藤

田 

ま
こ
と

１．マニュフェストについて

２．子どもの読書活動の推進につ
いて

３．障害者のためのおむつ交換用
ベットの設置について

４．市営バス内のＡＥＤの設置に

ついて

５．指定管理者制度について

６．都市整備部内の即応体制につ
いて   



☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆
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青
森
市
の
庁
舎
、
文
化
・
福
祉
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
に
つ
い
て
は
、
設
置
の
基
準
を
定
め

て
い
る
が
、
市
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
特
段
の
定

め
は
な
く
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
市
と

し
て
認
め
て
は
い
る
も
の
の
、
青
森
県
内
に
お

い
て
は
、
観
光
バ
ス
、
長
距
離
路
線
バ
ス
等
を

含
め
て
、
車
内
に
設
置
し
て
い
る
例
が
無
い
こ

と
と
、
現
在
の
青
森
市
営
バ
ス
の
環
境
で
は
、

直
ち
に
導
入
す
る
こ
と
は
、
電
気
絶
縁
な
ど
の

点
と
、
交
通
部
と
し
て
の
、
費
用
負
担
が
困
難

で
あ
る
と
の
理
由
で
設
置
で
き
な
い
。
交
通
部

と
し
て
は
、
心
肺
蘇
生
方
法
の
救
命
講
習
会
に

職
員
を
参
加
さ
せ
、
資
格
者
を
増
や
す
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。

※

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

　

心
停
止
状
態
に
な
っ
た
人
へ
の
迅
速
な
救
命
措
置
を
施
す
機
器

答
弁

障
害
者
の
た
め
の
お
む
つ
交
換
用

ベ
ッ
ト
の
設
置
要
望
に
つ
い
て
質
問

市
営
バ
ス
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て
質
問

全
市
的
な
「
市
民
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

１２
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
推
進
に
つ
い
て
質
問

青
森
市
で
は
、「
青
森
市
所
有
施
設
バ
リ
ア

フ
リ
ー
整
備
方
針
」
に
お
い
て
、
市
所
有
施
設

に
お
け
る
多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
て
、
多
数
の
施
設
で
、
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
の
設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
設

置
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
各
施
設
の

新
築
、
増
改
築
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
設
置
目
的
や
利
用
者
の
状
況
・
ニ
ー
ズ

等
を
踏
ま
え
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
庁
内
各
部
局
へ
情
報

提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※

オ
ス
ト
メ
イ
ト
：
人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
装
着
者
を
称
し
て

答
弁

答
弁鹿

内
市
長
の
市
政
運
営
の
基
本
「
市
民
と
共
に
つ

く
る
、
市
民
の
た
め
の
市
政
」
の
実
現
で
そ
の
主
役

は
市
民
で
あ
り
、
市
民
が
自
主
的
に
各
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
り
、
自
分
た
ち
の
手
で
活
動
を

展
開
す
る
と
い
う
、
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
本
来
の
市
民
活
動
の
姿
で
あ
り
、
そ
の
活
動

が
市
内
全
域
に
波
及
し
、
元
気
な
、
活
気
の
あ
る

青
森
市
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
答
弁

し
、「
暮
ら
し
や
す
い
日
常
生
活
拠
点
の
形
成
」
に

向
け
て
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

現
段
階
で
全
市
的
な
地
域
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
今
後
、
災
害
時
等

の
地
域
活
動
の
拠
点
作
り
を
、
各
地
域
の
皆
さ
ん

と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

予算特別委員会の質疑項目
１．大地震への災害派遣についての要望

２．新ゴミ処理施設建設についての意見

３．除排雪体制の見直し

４．富田地区の雨水対策について

５．新青森駅駐車場について

６．管理職の給料の削減について

７．企業局における労使紛争についての要望

８．市役所内の親睦会についての要望

予算特別員会の質疑予算特別員会の質疑

緊
急
時
の
救
命
医
療
体
制
の
充
実
を

　

障
害
者
が
外
に
出
る
機
会
を
増
や
す
た

め
、
市
の
施
設
に

　

青
森
市
内
各
地
域
の
災
害
時
や
各
種
活
動
の

拠
点
を

富田地区の雨水対策について

富田地区は地盤が低い事や、沖館川の水位によっ

て自然に水が流れない地域であり水害も発生してい

て、流雪溝は設置できないとされています。流雪溝

設置に向けての調査の中で、水害防止のため、工業

野球グラウンド跡地に雨水ポンプ場を設置する計画

があり、県に取得の要望書を提出しているとの事。

水害防止のため、地元市会議員の齋藤議員、地域住

民の皆様の取り組みが成果を結ぼうとしています。

施設のポンプ排水能力　約６．６㎥／秒で、雨を集

める幹線を沖館小学校付近から同野球グラウンド跡

地（雨水ポンプ場）までの市道に布設するとし、岡部・

三好地区の雨水対策の整備に目途がつき次第、整備

に着手し、平成２５年度完成を目指しているそうで

すが、工事にあたって、雪対策でもある、歩道・融

雪側溝の整備も要望しました。

除雪の苦情処理について

〔応急対応としての市直営除排雪チーム〕

市では今般のような特異な気象状況下にあっても、

市民の皆様に、よりご不便をおかけすることのない

ような除排雪体制のあり方について、今後鋭意検討

を進めていくとした答弁でした。
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